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近
江
膳
所
藩
主
本
多
家
の
墓
所

藤

井

直

正

一

は

し

が

き

近
世
、
江
戸
時
代
は
幕
藩
体
制

の
社
会
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
天
下
の
統

一
を
完
成
し
、
江
戸

に
幕
府
を
開

い
た
徳
川
家
康
に
は
じ
ま
る
将
軍
家
を
頂
点
と
し
、
将
軍
家

と
の
近
親
度
を
も

っ
て
、
親
藩

・
譜
代

・
外
様

の
各
大
名
が
領
有
す
る
藩
と
に
よ

っ
て
全
国
を
支
配
す
る
政
治
体
制

で
あ

っ
た
。

慶
長
五
年

(
一
六
〇
〇
)
の
関

力
原

の
合
戦

か
ら
三
代
将
軍
家
光

の
こ
ろ
ま
で
は
、

さ
か
ん
に
改
易

・
減
封

・
移
封
が
行
な
わ
れ
、

大
名

の
数
は
安
定
し
な
か
っ
た
が
、

以
後

は
次
第

に
安
定
し
、
そ
の
数

は
二
六
〇
な
い
し
ご
七
〇
家
に
達
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
明
治
維
新

に
至
る
ま
で
、
江
戸
時
代
二
百

六
十
余
年
間
に
お
け
る
大
名

の

数
は
、
仮
に
徳
川
将
軍
家
十
五
代
を
例
に
と

っ
て
も
、
優

に
数
千
人
を
超
え
る
数
字
と
な
る
。

こ
う
し
た
、
近
世
に
お
け
る
大
名
家

の
奥
津
城
と
し
て
の
墓
所

は
、
各
大
名

の
城
下
に
建
立
さ
れ
た
菩
提
寺
に
つ
く
ら
れ
る
場
合
が

一
般

で
あ

る
が
、
江
戸
に
所
在
す

る
然
る
べ
き
寺
院
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
あ
る
縁
故
に
よ

っ
て
、
代
を
限

っ
て
別
の
場
所

に
つ
く
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
ほ
か
、
高
野
山
奥
之
院
に
林
立
す

る
分
骨
に
よ
る
造
塔
例
な
ど
を

ふ
く
め
る
と
、
上
記

の
大
名
の
数
を
は
る
か
に
こ
え
る
墓
所
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

日
本
三
大
墓
所
と
し
て
有
名
な
、
石
川
県
金
沢
市
野
田
山
の
前
田
家
墓
所
、
山
口
県
萩
市
東
禅
寺
境
内

の
毛
利
家
墓
所
、
長
崎
県
対
馬
厳
原
町
万
松
院
境
内
の
宗
家
墓

所
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
れ
ら
大
名
家

の
墓
所

は
、
各
地
方
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方

の
歴
史
を
物
語
る
史
跡
と
し
て
、
地
方
史

・
誌
に
収
録

・
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
そ

の
う
ち
の
何
個
所
か
は
、
文
化
財
保
護
法

に
よ
る
国
の
史
跡
と
し
て
、
あ
る
い
は
都
道
府
県

・
市
町
村
の
文
化
財
保
護
条
例

・
規
則
に
よ

っ
て
史
跡

に
指

大
名
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定
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
。
し
か
し
、
全
国
を
見
わ
た
し
た
場
合
、
そ
の
数
が
余
り

に
も
多

い
こ
と
も
あ
る
が
、
大
名
家
墓
所

の
リ
ス
ト
さ
え

つ
く
ら
れ
て
い
な

い
と

い
う

の
が
実
情

で
あ
る
。

近
世
と
い
う
時
代
を
つ
く
り
、
自

ら
そ
の
支
配
者
と
し
て
君
臨
し
た
大
名

の
、
そ

の
栄
枯
盛
衰
を
物
語
る
遺
産
と
し
て
は
、
全
国
各
地

の
領
国

に
つ
く
ら
れ
た
城
館
や

城
下
町
が
あ
り
、
記
録

・
古
文
書

・
生
活
用
具
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

の
文
化
財
が
数
え
ら
れ
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
現
世

に
お
け
る
大
名

の
す
が
た
を
物
語
る
遺
産

と
す
る
な
ら
ば
、
そ

の
墓
所

・
墓
塔
等

は
次
元
を
越
え
た
来
世
の
遺
産
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
遺
骸

・
遺
骨
を
納
め
て
死
後

の
菩
提
を
弔

い
、
歴
代
の
治
績
を
追
慕
す
る

対
象
と
し
て
営
ま
れ
る
墓
所

・
墓
塔
に
も
、
現
世

に
お
け
る
大
名
家

の
繁
栄
と
権
力

の
大
小
を
そ

の
ま
ま
反
映
し
、
所
属
す
る
宗
派
に
よ

っ
て
、
ま
た
家
風
に
よ

っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
の
形
態
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
過
去

の
遺
跡

・
遺
物
を
対
象
と
す
る
考
古
学
が
、

一
つ
の
研
究
分
野
と
し
て
大
名
家
の
墓
所
を
取
り
上
げ
、
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
考
察
を
加
え
る
こ
と
は
、
近
世
考
古
学
と
し
て
は
必
須

の
作
業

で
あ
り
課
題
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
ま
り
に
も
対
象
と
す
る

物
件
が
多
い
た
め
な
の
か
、
そ
れ
と
も
近
世
と
い
う
時
代

へ
の
関
心
が
薄

い
た
め
な
の
か
、
考
古
学

の
対
象
と
し
て
、
大
名
家

の
墓
所
を
取
り
上
げ
た
調
査

・
研
究
は
数

指
を
屈
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

本
稿

で
は
、
大
手
前
女
子
大
学
史
学
研
究
所
が

テ
ー

マ
と
し
て
い
る
、
伊
勢
神
戸
藩
主
本
多
家
史
料

の
調
査

・
研
究

に
関
連
し
て
、
そ

の
本
家
筋

に
当
た
る
近
江
膳
所

藩
主
本
多
家

の
菩
提
寺
で
あ
る
滋
賀
県
大
津
市
丸
之
内
町
縁
心
寺

に
所
在
す
る
歴
代
墓
所
と
、
そ
の
直
接

の
先
祖

に
当
た
る
、
愛
知
県
宝
飯
郡
小
坂
井
町
伊
奈

の
地
に
あ

る

「
お
松
見
」
本
多
家
墓
所

に
つ
い
て
、
私
が
本
学
史
学
科
学
生

の
考
古
学
実
習
と
し
て
取

り
上
げ

た
両
墓
所

の
調
査
成
果
を
報
告
す

る
と
共

に
、
大
名
家

の
墓
所
に
つ

い
て
二
、
三

の
知
見
と
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

一144一

「

二

膳
所
藩
主
本
多
家

の
墓
所

1

膳
所

の
地
と
膳
所
藩

琵
琶
湖
の
西
岸

に
沿

っ
て
の
び
る
大
津
市

の
南
端

に
近

い
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
膳
所
(ぜ
ぜ
)
の
地
は
、

瀬
田
川
の
川
口
に
当
た
り
、
東
海
道
が
通
り
、
瀬
田
の
唐
橋

の
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西
詰
を
押
さ
え
る
交
通
の
要
衝

で
あ

っ
た
(第
-
図
)
。

古
く
は
粟
津
(あ
わ
づ
)
荘

の
中
心
で
あ
り
、

都
に
琵
琶
湖
で
獲
れ
る
魚
鳥
を
供
進
す
る
と
こ
ろ
で
、

陪
膳

(お
も
も
)
浜
と
よ
ば
れ
、

膳
所

の
地
名
も

こ
れ
に
由
来

し
て

い
る
。

慶
長
五
年

(
一
六
〇
〇
)
の
関
力
原

の
合
戦
に
勝
利
を
お
さ
め
た
徳
川
家
康
は
、
翌
六
年

(
一
六
〇

一
)
、
そ
れ
ま
で
豊
臣
秀
吉
が
築

い
て
い
た
大
津
城
を
殿

ち
、
豊
臣
方
の

拠
点
大
坂
と
王
城

の
地
京
都

に
睨
み
を
効
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
新
し
く
膳
所
城
を
築
か
せ
、

湖
岸
を
通
じ
る
東
海
道

の
北
側

に
大
津
口
、
南

に
勢
多
(せ
た
)
口
を
設

け
、
そ
の
区
間
に
、
城
下
町
を

つ
く

っ
た
。

慶
長
七
年
(
一
六
〇
二
)
、
譜
代
の
戸
田

一
西
(か
ず
あ
き
)が
初
代
城
主
と
し
て
三
万
石
を
も

っ
て
入
城
し
て
以
来
、
約
五
十
年

の
間
に
城
主
は
戸
田
氏

・
本
多
氏

・
菅
沼

氏

.
石
川
氏
と
め
ま
ぐ
る
し
く
交
替
し
た
。
慶
長
八
年

(
一
六
9

二
)
七
月
、
戸
田

一
西
は
膳
所

で
没
し
、

二
代
は
戸
田
左
門
氏
鉄
(う
じ
か
ね
)
、

元
和
元
年

(
ニ
ハ
一
六
)
摂

津
尼
崎

に
移
り
、
三
代
目
に
は
じ
め
て
本
多
縫
殿
助
康
俊
が
同
じ
三
万
石
で
三
河
国
西
尾
よ
り
転
封

し
て
来
た
。

四
代

は
本
多
下
総
守
俊
次
、

元
和
七
年
(
一
六
二
三
)
八

月
、
三
河
西
尾
に
移
り
、
五
代
は
菅
沼
織
部
正
定
芳
が
伊
勢
長
島

よ
り
入
城
し
た
が
、
寛
永
十

一
年
(
一
六
三
四
)
、

丹
波
亀
山
(現
在
の
京
都
府
亀
岡
市
)
に
移

っ
た
。

六
代

は
石
川
主
殿
頭
忠
総
で
、
下
総
国
佐
倉
よ
り
入
城
、
こ
の
時
か
ら
膳
所
藩
は
七
万
石
に
な

っ
た
。

七
代
は
石
川
主
殿
頭
昌
勝
が
継

い
た
が
、

慶
安
四
年

(
一
六
五

一
)
、
伊

勢
亀
山
に
移

っ
た
。

こ
の
後
を
承
け
た
の
が
、

伊
勢
亀
山
よ
り
再
び
入
城
し
た
本
多
下
総
守
俊
次
、

以
後
本
多
康
穣

(や
す
し
げ
)
に
至
る
ま
で
藩
主
二
十
代
、
本
多
家
と
し
て
は
十
五
代
を

数
え
て
廃
藩

に
至

っ
た
。

膳
所
藩

の
石
高

は
代

々
七
万
石
で
あ

っ
た
が
、

十
代
本
多
隠
岐
守
康
慶

(や
す
よ
し
)
の
代
か
ら
六
万
石
に
減
じ
た
。

こ
れ
は
延
宝
七
年

(
一
六
七
九
)
の
相
続
に
当
た

っ

て
の
こ
と
で
、
康
慶
は
九
代
兵
部
少
輔
本
多
康
将

(や
す
ま
さ
)
の
兄
康
長

の
長
男
で
あ
る
が
、

先

に
相
続
し
た
と
こ
ろ
、

後
に
な

っ
て
康
将

に
長
男
が
生
ま
れ
、
こ
の
織

部
忠
恒
(た
だ
つ
ね
)
に

一
万
石

で
分
知
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
本
多
忠
恒
は
河
内
西
代

(に
し
ん
だ
い
、
現
在
の
大
阪
府
河
内
長
野
市
)
藩
主

と
な

っ
た
が
、
そ

の
長
男
が

の
ち
に
伊
勢
神
戸
藩
主
と
な
る
本
多
伊
予
守
忠
統

(た
だ
む
ね
)
で
あ
る
。

歴
代
膳
所
藩
主

の
名
と
生
存
年
数
は
、
膳
所
に
墓
所
が
あ
る
方
に
限

っ
た
が
、
第
1
表

に
示
し
た
。
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第2図 縁心寺の現景

2

菩
提
寺
ー
縁
心
寺

膳
所
藩
主
本
多
家

の
菩
提
寺
で
あ
る
縁
心
寺
は
、
大
津
市
丸
之
内
町

に
あ
る
。
も
と

栄
泉
寺
と
称
し
、

初
代
膳
所
藩
主
の

戸
田
采
女
正

一
西
が
、

築
城
直
後

の
慶
長
七
年

(
一
六
〇
二
)
に
創
建
し
た
寺
で
、

源
蓮
社
洪
誉
上
人
と
真
隆
恕
大
和
尚

の
開
基
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
栄
泉
寺
は
、
膳
所
城
下
で
は
唯

一
の
瓦
葺

の
建
物

で
、
「
膳
所
の
瓦
寺
」

ω

と
よ
ば
れ

て
い
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
戸
田

一
西
と
夫
人

の
墓
は
、
現
在
も
縁
心
寺

境
内

の

一
か
く

に
所
在
し
て
い
る
。

こ
の
栄
泉
寺
を
縁
心
寺
と
改
め
た

の
が
、

元
和
五
年
(
一
六

一
七
)
七
月

に
、

第

三
代

膳
所
藩
主
と
し
て
三
河
国
西
尾
(現
在
の
愛
知
県
西
尾
市
)
か
ら
入
封

し
た
本
多
康
俊

で
、

西
尾
の
城
下

に
建
て
ら
れ
て
い
た
縁
心
寺

の
本
尊
と
住
僧
を
こ
こ
に
移
し
、
縁
心
寺
と

改
称
し
た

の
で
あ
る
。

西
尾

に
あ

っ
た
縁
心
寺

は
、
康
俊
が
、
実
父
の
酒
井
左
衛
門
尉
忠
次
、
法
名
先
求
院

殿
縁
心
居
士

の
た
め
に
創
建
さ
れ
た
寺

で
、
縁
心
寺

の
名
は
そ

の
法
名

か
ら
付
け
ら
れ

た
。
ま
た
膳
所
縁
心
寺

の
山
号
を

「
梅
香
山
」
と
す

る
の
は
、
康
俊

の
法
名

「梅
香
院

殿
英
誉
輝
巌
縁
崇
大
居
士
」
に
由
来
し
て
い
る
。

も
と

の
境
内
は
三
反
三
畝
三
歩

(三

万
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
)
で
あ

っ
た
と
い
い
、
藩
政
時
代
に
は
、
米
百
五
十
石
と
十
八
扶

持
、
さ
ら

に
寺
侍

一
人
が
附
与
さ
れ
、
膳
所
十
箇
寺

の

一
に
数
え
ら
れ
て
い
た
が
、
中

で
も
藩
主

の
菩
提
所

で
あ
る
上

に
お
い
て
、
も

っ
と
も
格
式

の
高

い
寺

で
あ

っ
た
。

敷
地
は
東
海
道
に
面
し
、
門
前

に
は
、
「
奮
膳
所
藩
主
御
菩
提
寺
」
「
梅
香
山
縁
心
寺
」
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と
刻
ん
だ
石
柱
が
左
右
に
立

っ
て

い
る
。
参
道
を
進

む
と
正
面
に
山
門
、
そ

の
右
側

に
番
小
屋

の
建
物
が

の
こ

っ
て
い
る
。
門
を
入
る
と
、
前
庭
を
距
て
て
、
寄
棟
造
、

桟
瓦
葺

の
本
堂
が
あ
る
(第
2
図
)
Q

当
寺

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
藩
儒
と
し
て
仕
え
た
寒
川
辰
清
が
、
享
保
十
三
年
(
一
七
二
八
)
、
十
二
代
藩
主
康
敏

の
命

に
よ

っ
て
著
述

に
か
か
り
、
同
十
九
年
(
一
七
三
四
)

に
完
成
し
た

『
近
江
輿
地
志
略
』

に
、
次

の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

〔縁
心
寺
〕

梅
香
山
縁
心
寺
と
號
す
。
洛
東
智
恩
院
の
末
寺
也
。
慶
長
七
壬
寅
年
縁
崇
公
建
立
し
給
ふ
。
源
蓮
肚
洪
轡
法
師
の
開
基
也
。
初
此
寺
三
河
國
西
尾
に
あ
り
。
元
和
三
年
台

命
に
依
て
縁
崇
公
封
を
此
地
に
受
け
給
ひ
、
寺
も
又
こ
Σ
に
遷
る
。
先
求
院
縁
心
公
と
は
酒
井
左
衛
門
尉
忠
次
公
の
譲
也
。

縁
崇
公
共
追
幅
の
爲
に
寺
を
建
つ
故
に
縁
心
寺
と
號
し
給

ふ
。
縁
崇
公
は
酒
井
忠
次
公
の
男
也
、
縁
崇
公
露
泉
し
給
ひ
て
後
、
溢
し
て
梅
香
院
殿
と
い
ひ
寺
も
又
梅
香
山
と
い
ふ
。
境
内
に
先
君
累
世
の
墓
及
戸
田
氏
の
墓
あ
り
。
戸
田
氏
は
今
美

濃
國
大
垣
の
城
主
な
り
。

3

藩
主
本
多
家

の
墓
所

縁
心
寺
境
内

の
中
央
に
東
面
し
て
建

つ
本
堂

の
裏

に
、
南
北

に
長

い
墓
地
が
ひ
ろ
が

っ
て
い
る
。
本
堂

の
南
側

に
設
け
ら
れ
た
木
戸
を
く
ぐ

っ
て
墓
地

に
入
る
と
、
す

ぐ
左
側

に
築
地
塀

で
開
ま
れ
た

一
廓
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
戸
田

一
西
と
夫
人

の
墓
所

で
あ
る
。

や
す
と
し

や
す
ま
さ

と
し
っ
く

膳
所
藩
主
本
多
家
の
墓
所
ぱ
、
ま
ず
本
堂

の
す
ぐ
う
し
ろ
に
、
右
か
ら
三
代
康
俊
(梅
香
院
殿
)
、
九
代
康
将
(了
義
院
殿
)、

四

・
八
代
俊
次
(専
光
院
殿
)
、

四

・
八
代
正

室
(崇
安
院
殿
)
の
、

大
ぎ
な
規
模

の
墓
所
四
基
が
並

ん
で
い
る
。

そ
こ
か
ら
奥

へ
向
か

っ
て
右
側
、
そ
の
間

に
は
姻
戚
の
間
柄
で
家
臣
と
な
る
南

・
北
本
多
家

の
墓
塔
を

や
す
の
ぶ

や
す
か
ず

狭

ん
で

い
る
が
、

+

一
代
康

命

(通
性
院
殿
)
・
十

二
代

康
敏

(
天
籟
院
殿
)
・
十

四
代
康

政

(徳
性
院
殿
)
の
三
基

が
、
そ

れ
ぞ
れ
東

面
し

て
並

ぶ
。

さ
ら

に
、

こ
ん
ど

は
墓

地

や
す
さ
だ

の

一
ば

ん
奥
ま

っ
た
と
こ
ろ
に
、
右
に
十
五
代
康
伴

(通
香
院
殿
)
・
十
七
代
康
完
(玄
諦
院
殿
)
の
二
基
が
南
面
し
て
い
る
。

こ
れ
ら

の
墓
所

の
配
置
図
は
、
大
阪
教
育
大
学

考
古
学
研
究
会

の
メ
ン
。バ
ー
に
よ
る
平
板
測
量

で
作
成
し
た
が
、
概
略
図
を
掲
げ

て
お
く
(第
3
図
)
。

縁
心
寺
に
あ
る
墓
所
は
上
記

の
九
代
分
九
基

で
、
歴
代
膳
所
藩
主
の
う
ち
、
十
代

の
麟
魔
が
京
都
知
恩
院

の
塔
頭
先
求
院
境
内
に
、
十
三
代
麟
構

・
十
六
代
麟
瞬

・
十

や
す
さ
だ

や
す
あ
き

②

八
代
康
禎

・
十
九
代
康
融
は
江
戸

で
亡
く
な

っ
た
た
め
に
、
現
在

の
東
京
都
江
東
区
白
河

一
丁
目
の
霊
巌
寺
境
内

の
累
代
墓
所

に
、

二
十
代
康
穣

は
東
京
都
染
井
墓
地

に

そ
れ
ぞ
れ
所
在
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
縁
心
寺

の
歴
代
墓
所
は
、
現
状

で
は
随
分
荒
廃

し
て
い
る
。
本
堂
裏

に
並
ぶ
四
基
は
、

一
辺
約
四
・
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

一
・八
メ
ー
ト
ル
の
石
柵
が
め
ぐ

大
名
家
墓
所
の
一
例
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大
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例

ら
さ
れ
、
中
央

に
は

一
辺
三
、
ニ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
四
〇

セ
ン
チ
前
後

の
石
製
、

方
形
の
基
壇
が
築
か
れ
て
い
る
。

も
と
は
こ
の
壇
王

に
霊
屋
(た
ま
や
)
が
建

て
ら
れ
て

い
た
。
現
状
で
は
、
各
壇

の
中
央
に
高
さ
五
〇

セ
ソ
チ
前
後

の
花
山岡
岩
製

の
五
輪
塔
が
お
か
れ
て
い
る
。
各
五
輪
塔
地
輪

の
正
面
に
は
、
法
名
と
没
年
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
中

で
、
三
代
康
俊

の
墓
所
は
も

っ
と
も
遺
存
状
態
が
良
く
、
石
柵
正
面

の
中
央

に
は
、
現
状
で
は
は
ず
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
が
、
も
と
は
本
多
家

の
定
紋

で

あ
る
立
葵
(た
ち
あ
お
い
)
文
を
刻
ん
だ

二
枚

の
石
扉
が
は
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、

こ
の
墓
所

に
限

っ
て
、
門
柱

の
権
は
唐
破
風
様

の
石
材

が

用

い

ら

れ
、
そ
の
上
に
は
、
こ
れ
も
本
多
家
の
紋
で
あ
る

「
本
」

の
字
を
雲
形

の
台
座
に
の
せ
た
形

の
石
製

の
飾
り
が
お
か
れ
て
い
る
。
さ
す
が

に
膳
所
藩
主
初
代

に
ふ
さ
わ
し

い
、
整

っ
た
構
え
で
あ

る
(第
5
・
6

・
7
・
8
図
)
。

こ
れ
か
ら
左

に
な
ら
ぶ
三
基

は
い
ず
れ
も
同
様

の
つ
く
り
で
あ
る
。
四
基

の
墓
所
と
も
、
石
柵
の
前

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
基
ず

つ
の
石
灯
籠
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
な

お
、
専
光
院
殿
す
な
わ
ち
四

・
八
代
俊
次
の
墓
所

の
南
西
隅
に
は
、
茶
壷
形
を
し
た
別

の
石
塔
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
俊
次
が
敬
慕
し
た
今
井
四
郎
兼
平

の
墓
で
あ
る
。

後

に
つ
づ
く
通
性
院
殿

・
天
籟
院
殿

・
徳
性
院
殿

の
三
基
と
、
奥

の
通
香
院
殿

・
玄
諦
院
殿
の
二
基

は
、
共

に
本
来
は
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
の
石
柵
で
囲
ま
れ
て
い
た
の
で

あ
る
が
、
す
べ
て
は
ず
さ
れ
て
し
ま

っ
て
お
り
、
昔
日
の
面
影
は
な
い
。
先
の
四
基

に
く
ら
べ
る
と
ず

っ
と
貧
粗
な
造
り
で
、
先

の
三
基
分

の
石
柵

は
、
復
原
し
て
み
る

と
、
南
北
十
七

・
九
メ
ー
ト
ル
、
東
西
四

メ
ー
ト
ル
、
柵

の
高
さ
は
七
〇

セ
ソ
チ
で
あ
る
。
ま
た
、
後

の
二
基
分

は
、
東
西
六

・
九
四
メ
ー
ト
ル
、
南
北
三

・
八
八
メ
ー

ト
ル
、
柵

の
高
さ
は
六
三
セ
ン
チ
を
は
か
る
規
模
で
あ
る
。
各
基
壇
も
、

一
辺
が

一
・
八
～
九

メ
ー
ト
ル
の
方
形
、
高
さ
は
三
二
～
四
〇

セ
ン
チ
と
い

っ
た
小
規
模
な
も

の
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
五
基
に
も
、
現
状
で
は
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
五
輪
塔
が
中
央

に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
各
墓
所

の
計
測
値
は
第

2
表

に
示
し
た
。

初
期

の
四
基

の
立
派
さ
に
比
べ
る
と
、
江
戸
時
代
中
期

か
ら
後
期
に
か
け
て
の
藩
主

の
墓
所
に
見
ら
れ
る
粗
末
さ
は
、
藩
経
済
そ
の
も

の
の
反
映
と
も
見
ら
れ
、
現
世

に
お
け
る
藩

の
現
実
は
、
藩
主

の
奥
津
城
に
ま
で
敏
感

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
、
墓
所

の
規
模

・
構
造
か
ら
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き

る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
各
墓
所

の
基
壇
上

に
は
霊
屋
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
大
正
初
年

(く
わ
し
い
年
月
は
不
明
)
、
墓
所

の
維
持
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も

あ

っ
て
、
霊
屋

の
建
物

は
、
旧
城
下

の
寺
院

に
下
賜
さ
れ
た
。
霊
屋
を
取
り
去

っ
て
し
ま
う
と
、
基
壇
と
石
柵
し
か
の
こ
ら
ず
、
そ
れ

で
は
供
養

の
対
象
が
な
く
な

っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
現
在
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
基
壇
上
に
お
か
れ
て
い
る
石
造

五
輪
塔
が
、
こ
の
直
後

に
同
じ
規
格
を
も

っ
て

一
斉

に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

縁
心
寺
に
は
、
五
棟
分

の
霊
屋

の
建
物
が
、
も
と

の
状
態
で
あ

っ
た
時
の
写
真
が

の
こ
さ
れ
て
い
る
(第
12
図
)
。

こ
れ
を
見
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
方

一
間

の
本
瓦
葺

の
建
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第2表 近江膳所藩主歴代墓所く滋賀県大津市丸の内町,縁 心寺所在〉計測表

蟄1㊦ ヨ撫柵菌汁

番 号 法 名 (代)俗 名
石 垣 外 周 基 壇 整 塔

霊 屋1
正 司 側 副 高 さ 正 面 園 面i高 さ 灘 正面陛礎側副 高 さ

1 正 眼 院 殿
かずあさ

(初代)戸 田一西 3.97 3.95 156.0 2.13 2.14 0.25 0.85 0.86 152.0

2 梅 香 院 殿 (3代)本 多康俊 3.49 4.33 172.0 2.28 2.30 0.28 1-: 0.49 112.0

3 専 光 院 殿
(4代8代)本多俊次

4.32 4.29 176.0 2.13 2.20 0.40 a.52 0.52 121.0

4 崇 安 院 殿
(4・Sft)や や

4.35 4.25 179.0 2.17 2.15 0.42 0.52 0.52 118.0

5 了 義 院 殿
やすまさ

(9代)本 多康将 4.31 3.95 177.0 2.15 2.18 0.37 0.49 0.47 125.0

6 通 性 院 殿
やすのぶ

く11代)本 多康命 1.87 1.91 0.35 4.49 0.49 126.0

7 天 籟 院 殿
やすかず

(12代)本 多康敏

1

117.9 4.03 (0.70) 1.87 1.92 0.35 0.47 0.47 iso.a

8 徳性 院 殿 (14代)本 多康政
..

1.93 0.35 0.48 0.48 128.0

9 通 香 院 殿
やすとも

(15代)本 多康伴
..

1.90 0.32 0.49 0.49 125.0

10 玄 諦 院 殿
やすさだ

(17代)本 多康完 6.94
.. (0.63? 1.93 1.92 0.40 '1 0.48 126.0

縁 心 寺境内地蔵堂

正面1.75× 側 面1.76

単 位m

口召不059勾芒9月30日 調査



大
名
家
墓
所
の
一
例

物

で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
屋
根
の
つ
く
り
は
寄
棟
造
と
入
母
屋
造
の
二
種
が
あ
り
、
霊
廟
建
築
と
い
う
ほ
ど

の
豪
華
な
造
り
で
は
な
い
が
、
写
真
で
見

る

限

り

で

は
、
や
は
り
整

っ
た
形

の
墓
所
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

膳
所
城
下
の
寺
院
を
歴
訪
し
て
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、

西
ノ
庄

の
法
傳
寺

に

一
棟

(第
15
図
)
、

膳
所

一
丁
目

の
安
昌
寺

に
二
棟
(第
14
図
)
、

縁
心
寺
境
内

に
地
蔵
堂
と

な

っ
て
い
る
建
物

(第
13
図
)
の
計
四
棟
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

こ
れ
ら

の
う
ち
、

安
昌
寺

に
移
さ
れ
て
い
る
霊
屋
だ
け
が
内
部
が
改
造
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ

の
造

り
方
か
ら
判
断
し
て
、
霊
屋
の
内
部

に
は
位
牌
が
ま

つ
ら
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
。
あ
と
五
棟
分

の
霊
屋

の
所
在
は
現
在

の
と
こ
ろ
不
明
で

あ
る
が
、
引
き
続
い
て
探
索
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

方
形
基
壇
上

に
霊
屋
が
設
け
ら
れ
、
ま
わ
り
を
石
柵

で
囲
ん
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
墓
所
が
完
全
に
の
こ

っ
て
い
た
ら
、
そ
れ
な
り
に
整

っ
た
形
と
な
り
、
六
万
石
の
格
式
を

持

つ
膳
所
藩
主
に
ふ
さ
わ
し
い
す
が
た
で
あ

っ
た
に
相
違
な

い
。

藩
主

の
遺
骸
は
、
お
そ
ら
く
木
製
の
棺

に
お
さ
め
ら
れ
、
地
下
に
つ
く
ら
れ
て
た
墓
室

に
安
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
霊
屋
を
伴
う
も

の
と
し
て
の
構
造
は
、
改

㈹

葬

に
伴

っ
て
発
掘
調
査

の
行
な
わ
れ
た
、
備
前
岡
山
藩
主
池
田
忠
継
廟
や
、
上
部

に
石
塔

の
置
か
れ
た
池
田
忠
雄
墓
所
、
あ
る
い
は
東
京
都
港
区
の
済
海
寺

に

所

在

し

ゆ

た
、
越
後

長
岡
藩
主
牧

野
家
墓
所

の
例
が
参

考

に
な

る

で
あ

ろ
う

。

こ
う
し

た
構

造

・
形
式

が
、

江
戸
時
代

大
名
墓
所

に
通
有

の

一
つ
の
類
型

で
あ

っ
た

こ
と
が

推
察

で

き

る
。

注

(-
)

竹
内
将
人
氏

『膳
所
六
万
石
史
』
(立
葵
会
、
昭
和
五
八
年
八
月
)

(2
)

霊
巌
寺
は
、
江
戸
時
代
の
は
じ
め
に
霊
岸
雄
誉
上
人
が
砂
洲
を
埋
め
立
て
て
霊
巌
島
を
造
成
し
た
際
に
建
立

さ
れ
た
寺
で
あ
る
。
明
暦
の
大
火
で
焼
失
後
、
深
川
の
現
在
地
に
移

転
し
た
。
境
内
墓
地
の
北
東
隅
に
、
伊
勢
神
戸
藩
初
代
藩
主
、
本
多
忠
統
侯
の
墓
塔
と
並
ん
で
、
そ
の
左
側
に

「
薦
膳
所
藩
主
本
多
家
之
墓
」
と
刻
ん
だ
墓
塔
が
建

っ
て
い
る
が
、

昭
和
八
年

の
建
立
で
あ
る
。
地
下
墓
室
に
納
め
ら
れ
て
い
た
歴
代

の
遺
骨
は
多
摩
霊
園
に
改
葬
さ
れ
た
と
灰
聞

し
て
い
る
Q

(3
)

藤
井

駿

・
鎌
木
義
昌

『
池
田
忠
雄
墓
所
調
査
報
告
書
』

(岡
山
市
教
育
委
員
会
、
昭
和
三
九
年
)、

お
よ
び

「中
世

・
近
世
の
埋
葬
」
(近
藤
義
郎
編

『
岡
山
県
の
考
古
学
』
所

収
、
昭
和
六
二
年
)

(4
)

鈴
木
公
雄
ほ
か

『
港
区
三
田
済
海
寺
長
岡
藩
主
牧
野
家
墓
所
発
掘
調
査
概
報
』
(東
京
都
港
区
教
育
委
員
会
、

昭
和
五
九
年
)
、

お
よ
び

同

『
港
区
三
田
済
海
寺
長
岡
藩
主
牧
野

家
墓
所
発
掘
調
査
報
告
書
』
(東
京
都
港
区
教
育
委
員
会
、
昭
和
六
〇
年
)
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第3図 近江膳所藩主戸田家 ・本多家墓所平面図(大 津市丸の内町,縁 心`i所在)
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第6図 梅香院殿墓所現景(そ の2)
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第10図 了義院殿墓所現景
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第12図 膳所藩主墓所の霊屋(旧 状)

i

名 称

通性院殿墓所霊屋

通香院殿墓所霊屋

玄諦院殿墓所霊屋

徳性院殿墓所霊屋

了義院殿墓所霊屋

構 造

宝 形 造

入母屋造

切 妻 造

宝 形 造
I
I切 妻 造
1

現 所 在

西 ノ庄,法 傳 寺 境 内

膳所1丁 目,安 昌寺境内

不 明

膳所1丁 目,安 昌寺境内

丸 ノ内町,縁 心寺 境 内

i

地1

1
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第13図

轍 臨

鍛.織 響 輩 撫
了義院殿墓所の霊屋(縁 心寺塊内所在)

醸灘
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第14図 安昌寺に移された霊屋

第15図 法傳寺に移された霊屋
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三

「
お
松
見
」
本
多
家
墓
所

1

本
多
家
の
出
自
と
三
河
国
伊
奈

近
世
を
通
じ
て
、
譜
代

の
幕
臣
と
し
て
大
き
な
勢
力
を
持
ち
、
江
戸
時
代

に
は
大
名

コ
ニ
家
、
旗
本
四
五
家

に
広
が

っ
た
本
多
家
は
、
本
姓

は
藤
原
氏
、
中
世
末
か
ら

尾
張

.
三
河
の
地
方
に
住
し
た
大
族
で
あ
る
。
徳
川
四
天
王

に
数
え
ら
れ
る
本
多
忠
勝

の
系
統
が
宗
家
と
さ
れ
て
い
る
が
、
伊
勢
神
戸
藩
と
そ
の
本
家

で
あ
る
近
江
膳
所

ほ
う

い

こ

ぎ

か

い

藩
の
本
多
家
は

「
伊
奈
本
多
」
と
い
わ
れ
、
三
河
国
伊
奈

の
地
(現
在
の
愛
知
県
宝
飯
郡
小
坂
井
町
)
を
本
拠
地
と
し
て
発
展

し
た
。

こ
の
間

の
事
情
を
、
ま
ず
手
近
か
な
と
こ
ろ
に
あ
る
史
料
と
し
て
、
『寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
見

る
こ
と
と
す
る
。

藤
原
氏

兼
通
流

本
多

お

た

ぎ

寛
永
系
図
に
、
先
祖
は
堀
川
の
関
白
兼
通
の
流
な
り
。
累

代
山
城
国
愛
宕
郡
賀
茂
郷
に
住
す
。
忠
次
よ
り
五
六
代
以
前
三
河
国
に
き
た
り
、
宝
飯
郡
伊
奈
郷
に
居
す
。
し
か
れ
ど
も

家
譜
散
秩
し
て
詳
な
る
こ
と
知
ら
ず
と
い
ひ
て
、
助
太
夫

忠
俊
よ
り
系
を
お
こ
す
。
今

の
呈
譜
、
兼
通
よ
り
代

々
忠
俊
、
忠
次
に
い
た
る
ま
で
、
系
図
連
綿
す
。
こ
れ
を
本
多
中
務

大
輔
忠
顕
が
家
系
に
合
せ
考
ふ
る
に
、
兼
通
よ
り
以
下
右

馬
允
定
助
蹴
麺
燃
切
係
醤

修
に
至
る
ま
で
粗
相
同
じ
。
忠
顕
が
家
系
は
、
定
助
が
男
を
平
八
郎
助
時
と
い
ふ
。
此
家

の
系
図

に
は
、
定
助
が
男
を
隼
人
正
時

胸
魏
撚

と
い
ふ
。
こ
れ
よ
り
系
統
相
分
れ
り
。
定
助
が
と
き
よ
り
、
東
三
河
宝
飯
郡
伊
奈
郷
を
う
ち
と
り
て
城
郭
を
構

へ
・
の
ち
代

々
居
住
す
。
正

時
文
明
年
中
よ
り
明
応

の
こ
ろ
に
い
た
る
ま
で
、
泰
親
君
、
信
光
君
、
親
忠
君
に
御
味
方
し
て
所

々
の
た
た
か
ひ
に
功
あ
り
。
其
男
を
修
理
正
助
知
瀦
払
騨
と
い
ふ
。
正
助
が
男
、
縫

殿
助
正
忠

醐
脇
清
康
君
を
よ
び
東
照
宮
に
仕

へ
た
て
ま
つ
り
、
岡
崎
浜
松
に
を
い
て
歳
首
及
び
御
謡
初
の
時
着

座
す
・
忠
俊
は
そ

の
男
な
り
と
い
ふ
。

一一一一160

 

忠
俊

助
大
夫
今

の
呈
譜
、
彦
太
郎
後
助
大
夫
又
隼
人
佐
に
あ
ら
た
む
と
い
ふ
。

三
河
国
宝
飯
郡
伊
奈
を
領
す
。
…
…
(中
略
)
…
…
七
年

(
永
禄
)
三
月
四
日
伊
奈
に
を
い
て
死
す
、
法
名
寿
徳
。

1
忠
次

彦
八
郎
今
の
呈
譜
に
、
彦
八
郎
の
ち
隼
人
佐
ま
た
縫
殿
助
に
あ
ら
た
む
と
い
ふ
。
母
は
某
氏

…
…
(中
略
)
…
…
慶
長
十
七
年
死
す
。
年
六
十
五
。
齢
酌
羅
鷹
ゼ
囑
張
耐
杁
咋
朝
胡
杁
想
荷
法
名
松
見
。
西
尾
の
郊
原
に
葬
る
。
妻
は
菅
沼
織
部
正
定
村
が
女
。



i

光h

好xL

修
理
亮
今

の
呈
譜

に
、
は
じ
め
八
郎
の
ち
修
理
光
忠
に
作
る
。
…
…
(下
略
Y

-

や
即

U

1

康

俊

ー

f

-

1

九
十
郎
隼
人
彦
八
郎
縫
殿
助
従
五
位
下
実
は
酒
井
左
衛
門
督
忠
次
が

二
男
。
母
は
清
康
君
の
御
息
女
。

永
禄
十
二
年
吉
田
に
生
る
、
天
正
三
年
長
篠
合
戦

の
と
き
、
東
照
宮
の
仰

に
ょ
り
織
田
家

の
質
と
な
り
て
岐
阜

の
城
に
い
た
る
。
構
畝

養
子
と
な
り
…
…
(中
略
)
…
…
十
年
御
前

に
お
い
て
元
服
し
、
御
諄
の
字
を
た
ま
は
り
、
康
俊
と
め
さ
る
。
十
七
年
家
を
継
。

の
ち
三
河
国
に
か
へ
り
、
八
年
忠
次
が

(注
、
文
中

の
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
)

『
本
多
家
譜
』

に
よ
る
と
、
藤
原
氏

の
流
れ
を
汲
む
名
族

で
あ
る
が
、
藤
原
鎌
足
か
ら
数
え
て
十

一
世
に
当
た
る
の
が
兼
通
、
十
二
世

の
光
秀

は
山
城
賀
茂
社
の
神
職

で
あ

っ
た
が
、
故
あ

っ
て
曲
豆
後
国
本
田
郷
(現
在
の
大
分
県
日
田
市
域
と
さ
れ
て
い
る
が
未
確
認
)
に
配
流
さ
れ
、
以
後
こ
こ
に
住
し
た
。
そ

の
子
助
秀

の
代
か
ら
本
田
(後
、
本

多
と
改
め
る
)
の
姓
を
名
乗

っ
た
。
そ

の
子
助
定
は
、
足
利
尊
氏

に
従

っ
て
功
あ
り
、

三
河
国
横
根
付
近

の
村

(現
在
の
愛
知
県
大
府
市
)
を
賞
与
と
し
て
も
ら

っ
た
。

こ

れ

が
、

一
ど
九
州

に
あ

っ
た
本
多
氏
が
東
上
す
る
機
縁
と
な

っ
た
。

そ
れ

か
ら
三
代

の
喬
が
定
忠
で
あ
り
、
伊
奈

の
地
に
住
し
、
「
伊
奈
本
多
」
を
称
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
『寛
政
重
修
諸
家
譜
』

に
記
さ
れ
て
い
る
記
事

に
つ
な

が
る
。

な
お
、
こ
の

「
伊
奈
本
多
」
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十

一
年

に
刊
行
さ
れ
た
、
地
元
の

『
小
坂
井
町
誌
』
第

三
章
中
世
、
室
町
安
土
桃
山
時
代

に

「
伊
奈
の
本
多
氏
」

と
し
て
、
地
元
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
史
料
や
伝
承
も
合
わ
せ
て
紹
介
し
、
く
わ
し
い
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

2

小
坂
井
町

の
史
跡

小
坂
井
町
は
、
北
と
東
が
豊
川
市
、
南
は
豊
川
放
水
路
を
距
て
て
、
東

三
河

の
中
心
で
あ
る
豊
橋
市
と
、
西
は
御
津
町
に
そ
れ
ぞ
れ
境
を
接
し
て
い
る
へ第
16
図
)
。

豊
川

・
佐
奈
川

・
白
川
な
ど
大
小
の
河
川
が
貫
流
す
る
田
園
地
帯
で
、
篠
束

(し
の
つ
か
)
遺
跡
を
は
じ
め
、

多
く

の
縄
文

・
弥
生
時
代

の
遺
跡
が
分
布

し
て
い
る
。

ま

た
、
町

の
中
心

に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
菟
足

(う
た
り
)神
社
は
、
式
内
社
で
、

祭
神

の
菟
上
足
尼
命
(う
な
か
み
す
く
ね
の
み
こ
と
)
は
、

葛
城
襲
津
彦
命
四
世

の
孫
で
、

雄

大
名
家
墓
所
の

一
例
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る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
に
史
料

の
な
い
現
在
と
し
て
は
貴
重
で
あ
る
。

本
多
家
墓
所

小
坂
井
町
に
は
、
本
多
家

の
墓
所
と
伝
え
ら
れ

る
と
こ
ろ
が
ニ
カ
所
あ
る
。

そ

の

一
つ
は

「舞

々
辻

(ま
い
ま
い
の
っ
じ
)
」
で
、

現
在
、
町
立
前
山
公

民
館

の
建

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
四
周
に
土
塁
を
め
ぐ
ら
し
、
中
央
に
小
高
い
塚
が
あ
り
、
大
正

の
は
じ
め
ご
ろ
ま
で
は
松
林
に
な

っ
て
い
た
と
い
う

こ
と

で

あ

る
。
い
つ
の
こ
ろ
か
開
墾
に
よ

っ
て
消
滅
し
た
が
、
そ
の
時
に
い
く

つ
か
の
五
輪
塔
が
出
土
し
、
東
漸
寺

の
墓
地
に
移
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
あ
る
が
未
調
査

で
あ
る
。

も
う

一
ヵ
所
が
、
先
年
調
査
し
た

「
お
松
見
」

(御
松
見
と
も
書
く
)
と
よ
ぼ
れ
て
い
る
墓
所

で
、
伊
奈
城
跡
か
ら
南

へ
約
五
〇
〇
層
距
て
た
と

こ
ろ
に

所
在

し

て

い

る
。
先

に
記
し
た
伊
奈
城
古
図
を
見
る
と
、
図

の

一
ば
ん
下
に
近
い
と
こ
ろ
に
方
形
の
区
画
が
あ
り
、
「松
見
様
御
座
敷
」

「
御
隠
居
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

"松
見
様
"

と

は
、

「
寂
照
院
殿
超
誉
笈
信
松
見
大
居
士
」

の
法
名
が
贈
ら
れ
た
本
多
彦
八
郎
忠
次

の
こ
と
で
、
生
前
か
ら

"松
見
"
と
号
さ
れ
て
い
た
と

い
う
説
も
あ
る
。
古
図
に

記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
場
所

に
隠
居
屋
敷
が
あ
り
、
後
世

に
な

っ
て
そ
れ
が
墓
所

に
な

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
現
在
、
こ
こ
を

「
お
松
見
」
と
よ
ぶ
こ
と
も
・

こ
う
し
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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第
4
表

「
お
松
見
」
本
多
家
墓
所
歴
代
表

番
号

法

名

俗

名

没

年

備

考

一

清
徳
院
殿
容
心
智
聞
大
姉

本
多
忠
俊
妻

天
文
九
年

(
一

五
四
〇)

二

龍
瑞
院
殿
賢
峯
壽
徳
大
居
士

助
太
夫本多忠

俊

永
禄
七
年

(
一

五
六
四)

三

恵
光
院
殿
源
清
空
意
大
居
士曜蓮院殿孤心貞竣大姉

修
理
亮本多光

忠同妻

天
正
八
年

(
一

五
八
〇)天正二年(一五七八)

四

寂
照
院
殿
超
轡
笈
信
松
見
大
居
士

本

多

忠
次

慶
長
十
八
年(
一

六

=
二)

大
津
市
膳
所

の
縁
心
寺

に
は
、
こ
の

「
お
松
見
」
の
図
が

の
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

『
小
坂
井
町
誌
』

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
が
縁
心
寺

で
確

か
め
た
と

こ
ろ
で
は
、
現
在
見
当
た
ら
な

い
と
い
う

こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
の

「
お
松
見
」

の
墓
所
は
、
現
状

で
は
南
北
約
三
〇
層
、
東
西
約
四
〇
層

の
、
不
整
長
方
形

の
区
画
が
の
こ
り
、
周
囲
に
は
土
塁
状

の
わ
ず
か
な
高

ま

り

が

あ

る

(第
19
図
)。

縁
心
寺

に
あ
る
と
い
う
図
を
見
る
と
、

北
に
正
門
が
あ
り
、
柵

を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
昭
和
六
〇
年
九
月
、
大
阪
教
育
大
学
考
古
学
研
究
会

の

学
生
諸
君
の
協
力
を
得
て
、
平
板
測
量

に
よ
り
墓
所
全
体

の
平
面
図
を
作
成
し
た

(第
20
図
)
。

図
に
見
ら
れ

る
通
り
、

こ
の
敷
地
の
中
に
四
ヵ
所

の
墓
碑
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

墓
碑
に
刻

ま
れ
て
い
る
被
葬
者

の
没
年
代
の
古

い
も

の
か
ら
仮

り
に
番
号

(
一
～
四
)

を
付
し
、
各
墓
碑

の
実
測
図
を
作
成
し
た
(第
25
図
、
現
状
写
真
第
21
～
24
図
)
。
ま
た
、
各
墓
碑

の
計
測
値

は
第

3
表

の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
恵
光
院
殿

・
曜
蓮
院
殿
合
葬
碑
(
三
)
を
除

い
て
、
三
～
四
段
に
柱
状
の
石
材
を
積

ん
で
基
礎
を

つ
く

り
、
そ

の
上
に
柵
を
め
ぐ
ら
し
、

中
央

に
蓮
台
を
持

つ
柱
状

の
墓
碑

の
碑
身
を
の
せ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
正
面

に
法
号
を
、
両
側
面

に
職
名

・
俗
名

・
続
柄
を
刻
し
て
い
る
。

大
名
家
墓
所
の

一
例
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大
名
家
墓
所
の

一
例

第18図 東禅寺山門

こ
の

「
お
松
見
」
墓
所
に
所
在
す
る
墓
碑
は
、
第
4
表

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
多

忠
俊
と
そ

の
妻
、
本
多
忠
次
、
そ
れ
に
本
多
光
忠
と
そ

の
妻

の
計

五
名
で
、
系
譜
で
見

る
と

二
世
代

で
あ
る
。
忠
俊
は
、
伊
奈
本
多
氏

の
六
代
、
忠
次
は
七
代
目
に
当
た
り
、

光
忠
は
忠
次

の
異
母
弟

で
あ
る
。

以
上
四
基

の
墓
碑
は
、
す
べ
て
が
砂
岩

で

つ
く

ら

れ
、
三

の
恵
光
院
殿

・
曜
蓮
院

殿
、

す
な
わ
ち
光
忠
夫
妻

の
墓
碑
(三
)が
基
礎
を
持

っ
て
い
な
い
こ
と
を

別

に
す

る

と
、
ほ
と
ん
ど
同
工
同
大
で
あ
る
。
た
だ
し
、
各
人
の
生
存
年
代
は
室
町
時
代
で
あ
る

が
、
考
古
学

の
常
識
で
は
、
こ
れ
ら
の
墓
碑

の
形
式
は
時
代

の
特
色
と
は
合
わ
な
い
。

従

っ
て
、
江
戸
時
代

の
あ
る
時
期

に
、

一
斉

に
墓
碑
が
造
立
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ

の
時
期

に
つ
い
て
の
確
証
は
な
い
が
、

一
つ
の
画
期
と
し
て
考
え

ら

れ

る

の

が
、
忠
俊
夫
妻
と
光
忠
夫
妻

の
碑
前

に
奉
献
さ
れ
て
い
る
石
灯
籠

は
、

奉
造
立

龍
瑞
院
殿

尊
前

一

宝
永
四
年五

月
日

㎜

と
あ
る
こ
と

で
、

従

っ
て
、

十
代
康
慶

の
代

で
あ
る
が
、

本
多
修
理
久
充

こ
こ
に
見
え
る
久
充
は
、
光
忠
か
ら
数
え
て
五
代

の
孫
に
当
た
る
。

宝
永

四
年
(
一
七
〇
七
)
に
先
立

つ
こ
ろ
、

と
い
え
ぽ
本
多
家
は
、

膳
所
藩
主

先
祖

の
発
祥
地
で
あ
る
こ
の
伊
奈

の
地

の
墓
所
に
、
墓
碑

を
建
立
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
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東
漸
寺

東
海
道
本
線

「
西
小
坂
井
駅

」
の
西
方
約
五
〇
〇
層
の
と
こ
ろ
に
、
う

っ
そ
う
と
し
た
森

に
囲
ま
れ
た
古
刹
が
あ
る
。
曹
洞
宗
、

奈
の
地

に
本
多
家
が
根
拠

の
地
を
定
め
た
時
以
来

の
菩
提
寺

で
あ
る
(第
18
図
)
。

『
萬
年
山
般
若
林
東
漸
寺
誌
』
に
は
、
本
多
家
と
当
寺

の
つ
な
が
り
が
く
わ
し
く
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
引
用
す

る
。

萬
年
山
東
漸
寺
、
こ
の
伊

四
、
開
基
本
多
家
と
東
漸
寺

一
、
伊
奈
城
築
城

常
山
の
開
基
本
多
家
は
遠
く
源
を
大
織
冠
藤
原
鎌
足
十

一
世

の
喬
關
白
太
政
大
臣
譲
通
に
出
で
、
兼
通
よ
り
十

三
世
を
維
て
助
秀
に
至
り
其
の
嫡
男
助
定
、
右
馬
允
と
構
し
、
延
元
元

年
足
利
氏
が
西
走
し
て
大
宰
府
に
兵
を
起
す
や
之

に
從
ひ
て
功

螢
あ
り
、
足
利
氏
は
助
定
に
西
三
の
邑
を
賞
與
し
た
。
二
代
を
経
て
定
忠

に
至
り
、
時
恰
も
天
下
観
れ
群
雄
四
方
に
起

つ

て
互
に
覇
を
競
う
た
か
ら
、
定
忠
も
名
を
興
さ
む

こ
と
を
謀
り
、
東
三
河

の
地
を
鎭
め
伊
奈

の
地
に
城
を
築
い
た
。

こ
れ
伊
奈
城

の
始
め
で
本
多
家
の
雄
飛
す
る
基
と
な

つ
た
。

二
、
東
漸
寺
開
創

伊
奈
本
多
家

の
祀
助
定

の
嫡
子
正
時
、

八
郎
と
も
隼
人
と
も
構
し
、
泰
忠
と
改
め
、
更
に
泰
次
と
改
め
た
が
、

徳
川
氏
に
厨
し
て
戦
功
多
く
、
明
感

の
始
め
泰
次
暉
風
を
慕
ひ
、
東
漸

寺
を
開
創
し
亨
隠
輝
師
を
請
し
て
開
租
と
な
し
先
租
累
代

の
菩
提
寺
と
な
し
た
。

三
、
徳
川
家
御
紋
章
起
原

天
文
元
年
岡
崎
城
主
徳
川
清
康
兵
三
千
を
率
ゐ
て
吉

田
城
を
攻
め
、
伊
奈
城
主
本
多
正
忠
が
案
内
し
、
牧
野
氏

を
亡
ぼ
し
、
凱
旋
の
際
正
忠

は
清
康
に
酒
肴
を
献
じ
た
が
、
池
に
生

ひ

し
水
葵
を
籍
き
て
肴
を
盛

つ
た
。
清
康
之
を
覗
て
嘉
瑞
と
な
し
、
永
く
家

の
定
紋
と
な
し
た
。

こ
れ
が
徳
川
氏
の
三
葵
の
紋
章
の
起
源
で
あ
る
。
本
多
家
、
東
漸
寺
は
立
葵
を
紋
章
と
な

す
。
池
は
通
常
花
ケ
池
と
謂
ひ
、
城
趾

の
東
北
水
田
の
傍
に
存

し
、
往
昔
は
城
主

の
産
湯
の
水
を
汲
み
た
る
池

で
あ
る
と

い
ふ
。
文
化
十
年
江
州
膳
所
藩
主
本
多
家

の
臣
黒
田
忠
明
が
花

ケ
池
の
石
碑
を
刻
し
現
存
す
る
。

四
、
本
多
氏

の
推
移
攣
遽

本
多
家
略
譜
古
記
録
等
を
按
ず
る
に
、
始
め
山
城
國
に
源
を
護
し
西
し

て
蟹
後
國
本
多
郷
に
遷
り
、
東
し
て
西

三
河
に
檬
り
伊
奈
城
に
根
檬
を
定
め
た
。
忠
次

の
養
嗣
子
康
俊
天
正
十

八
年
下
総
小
篠
郷
に
移
封
せ
ら
れ
又
、
慶
長
六
年
二
月
三
河
西
尾

へ
、
元
和
三
年
江
州
膳
所

へ
移
封
、
嗣
子
俊
次

元
和
七
年
参
州
西
尾

へ
所
替
、
寛
永
十
三
年
勢
州
亀
山

へ
、
正
保
五
年

再
び
江
州
膳
所

へ
所
替
、
歴
代
を
縄
て
明
治
二
年
擾
城
時
の
當

主
は
本
多
康
穰
、
同
四
年
七
月
+
五
日
東
京
に
於

て
諸
藩
版
籍
奉
還
と
共

に
華
族

に
列
せ
ら
れ
子
爵

に
叙
せ
ら
れ
た
。

五
、
献
香
及
び
建
碑

寳
永
甲
申
開
山
暉
師
の
二
百
年
遠
忌
を
修
行
す
る
や
膳
所
城
主
家
臣
を
遣

は
し
て
開
山
前
に
香
華
を
献
じ
、
松
見

に
あ
る
本
多
家
先
祀

の
墳
墓
を
親
拝
し
、
墓
牌
を
修
繕

せ
し
め
て
香

華
を
供
し
、
以
後
毎
年
使
臣
を
遣
は
し
て
納
料
し
、
以
て
明
治

に
至
つ
た
。
此
間
二
百
有
醗
年
士
民
恭
追
の
情
止

み
難
き
も

の
が
あ
つ
た
が
、
然
し
、
時
経
る
に
從

つ
て
、
伊
奈
城
趾
は

漸
次
荒
擁
し
、
顧
み
る
者
無
き
ほ
ど
の
蓮
命
に
立
至
つ
た
。

大
名
家
墓
所

の

一
例
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大
名
家
墓
所
の
一
例

第19図 「お松見」本多家墓所の現景

(愛知県宝飯郡小坂井町伊奈所在,昭 和60年9月3日 実測)
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大
名
家
墓
所

の

一
例

醤
驚
舞
瞳

蕪
鵜
騰
議第21図 清徳院殿墓碑
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大
名
家
墓
所
の
↓
例

第23図 恵光院殿 ・曜蓮院殿墓碑

る

鎮
羅
慧

ヒ

第24図 寂照院殿墓碑
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大
名
家
墓
所

の

冒
例
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大
名
家
墓
所

の

一
例

龍
瑞
院
殿

(本
多
家
中
興
初
代
忠
俊
)
の
三
百
五
十
年
忌
を
謹
修
す
る
に
當
つ
て
、
第
三
十
三
世
台
雲
和
尚
有
縁

の
人
々
と
謀
つ
て
城
趾
保
存
を
企
て
、
魯
膳
所
藩
士
で
大
阪
に
在
る

平
田
好
氏

の
篤
志
に
基
き
大
正
戴
年
建
碑
し
た
。

其

の
碑
文

「伊
奈
城
趾
」
は
本
多
康
穰
子
爵

の
も
の
せ
る
も
の
で
あ
つ
て
永
久
不
磨
の
紀
念
と
な
つ
た
。
本
多
子
爵
家
は
康
虎
、
猶

}
郎
、
相
綴
ぎ
、
東
京
に
居
住
し
て
ゐ
る
。

建
碑
の
式
は
所
在
の
人
々
を
し
て
、
新
た
に
、
遠
き
昔
よ
り
の
東
漸
開
山
暉
師
の
徳
風
を
慕
は
し
め
、
又
は
伊
奈

城
の
昔
を
偲
ば
し
め
、
三
葵
、
立
葵
の
起
源
を
知
ら
し
め
、
本
多
家

の
興
隆
し
た
歴
史
を
明
か
に
す
る
所
が
あ
つ
た
。

本
堂
仏
壇

の
向

か

っ
て
左
側

に
は
、
本
多
家
歴
代

の
位
牌
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

あ

と

が

き

本
学

の
史
学
研
究
所
で
は
、
昭
和
五
十
五
年

の
創
設
以
来
、

伊
勢
神
戸
藩
主
本
多
家

に
関
す
る
調
査

・
研
究
が
進
め
ら
れ
て
来
た
。
猜
蘭

(い
ら
ん
)
と
号
し
、

文
人
大

名
と
し
て
知
ら
れ
た
初
代
藩
主
本
多
忠
統
(た
だ
む
ね
)
を
中
心
と
す
る
漢
詩
文
の
分
野

に
つ
い
て
は
中
田
勇
次
郎
教
授
が
、

近
世
大
名
と
し
て
の
本
多
全
体
の
こ
と
に
つ

い
て
は
若
林
喜
三
郎
教
授
が
、
そ
れ
ぞ
れ
調
査

・
研
究
を
担
当
さ
れ
、
そ
の
成
果
は
本
論
集

の
各
号

に
逐
次
発
表
さ
れ
て
い
る
。

中
田

・
若
林
両
教
授
に
ょ
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
行
く
段
階

で
、
伊
勢
神
戸

の
地
を
は
じ
め
と
し
て
、
神
戸
藩
領

の
所
在
地
、
歴
代
藩
主
に
係
わ
り
の
あ
る
地
を
歴
訪

し
て
関
係
史
料
の
調
査
が
進
め
ら
れ
て
来
た
。
そ
の
上
に
、
さ
ら
に
範
囲
を
拡
げ
、
神
戸
藩
本
多
家
の
本
家

に
当
た
る
膳
所
藩

の
所
在
地
で
あ

っ
た
滋
賀
県
大
津
市
、
さ

か
の
ぼ

っ
て
神
戸

・
膳
所
両
藩
本
多
家
の
発
祥
の
地
で
あ
る
三
河
国
伊
奈
城

の
故
地
、
現
在

の
愛
知
県
宝
飯
郡
小
坂
井
町
に
赴
く
な
ど
、
広
域

に
わ
た

っ
て
史
料
の
調
査

が

つ
づ
け
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

私
は
、
本
多
康
彦
氏
(伊
勢
神
戸
藩
主
本
多
家
の
後
喬
、
本
学
園
評
議
員
)
と
ご
相
談
し
な
が
ら
調
査

・
研
究

の
お
世
話
を
す
る
役
割
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機

会

に
私
の
専
門
分
野
で
あ
る
考
古
学
の
立
場
か
ら
、
本
多
家

に
つ
な
が
る
各
地
で
、
遺
跡

・
遺
構

の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
の
遺
品
に
接
す
る
た
び
に
、
資
料
を
記
録
し
、
関

係
す
る
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
の
研
究
を
私
な
り
に
つ
づ
け
て
来
た
。

本
稿
に
取
り
上
げ
た
大
名
家
の
墓
所
に
つ
い
て
関
心
を
い
だ
く
よ
う

に
な

っ
た
の
も
、
こ
う
し
た
機
縁

か
ら
で
、

膳
所
縁
心
寺
の
墓
所
を
拝
見
し
た
時
に
、

"
こ
れ
を

学
生
た
ち
と

一
し
ょ
に
図
を
つ
く

っ
て
み
よ
う
"
と
心
に
決
め
た
の
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
小
坂
井
町
の

「
お
松
見
」
墓
所
も
、
三
河
地
方

の
史
跡
見
学
を
兼
ね
て
、
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学
生
達
と
訪
問
し
、
こ
れ
も
実
測
図
を
作

っ
て
み
よ
う
と
思

い
立

っ
た
。

こ
う
し
て
、
膳
所
縁
心
寺

の
墓
所
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
九
年

・
六
十

一
年

の
二
年
度

に
わ
た
り
、
考
古
学
実
習
の
受
講
学
生

に
分
担

し
て
も
ら

っ
て
、
各
墓
所

の

立
面
図

・
平
面
図
を
完
成
し
た
。

こ
の
調
査
に
当
た

っ
て
は
、

自
由
な
調
査
を
許
し
て
い
た
だ

い
た
膳
所
藩
主
本
多
家

の
後
喬

に
当
た
る
本
多
猶

一
郎
氏
(東
京
都
に
在
住
)
、

縁
心
寺
住
職
本
多
康
信
氏

と
ご
家
族

に
ぱ
、
期
間
中
、
本
堂
を
解
放
し
て
い
た
だ
き
、
湯
茶

の
提
供
を

い
た
だ
く
な
ど
多
大

の
ご
厚
意
を
受
け
た
。
ま
た
、
立
葵
会
竹
内
将
人
氏
よ
り
種

々
ご
教
示

と
助
言
を
得
た
。

小
坂
井
町
の
調
査
に
当
た

っ
て
は
、
当
初
、
昭
和
六
十
年
十
月

に
、
史
学
研
究
所

の
諸
先
生

と
、
両
本
多
家

の
こ
当
主
が
は
じ
め
て
伊
奈

の
地
を
訪
問
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
小
坂
井
町
伊
奈
地
区
挙
げ
て

の
歓
待
を
受
け
た
。
私
が
学
生
達
と
改

め
て
当
地
を
訪
問
し
、
「
お
松
見
」
墓
所
を
調
査
し
た
の
は
昭
和
六
十
年
七
月
と
九
月

で

あ

る
が
、
こ
れ
ら
の
機
会
を
合

わ
せ
て
、
と
く
に
小
坂
井
町
町
会
議
員
今
泉
五
郎
、
伊
奈
区
長
中
西
欣
次
、
東
漸
寺
住
職
永
井
康
允
、
小
坂
井
町
教
育
委
員
会
前
教
育
長
栗

木
茂

一
以
下
の
各
氏

に

一
方
な
ら
ぬ
お
世
話

に
な

っ
た
。

両
墓
所

の
平
面
図
の
作
成

は
、
本
文
中

に
記
し
た
よ
う
に
、
大
阪
教
育
大
学
考
古
学
研
究
会
所
属
の
出
原
真
哉

・
仲
谷
和
恭

・
浜
田
幸
司

・
明
元
知
子

・
近
藤
聡
子

の

諸
君

の
手
に
成

る
。
ま
た
、
考
古
学
実
習
と
は
い
い
な
が
ら
も
、
遠
隔
の
地

に
ま
で
出
か
け
て
炎
天
下

で
蚊
に
か
ま
れ
な
が
ら
、
慣
れ
な

い
作
業

に
従
事
し
て
く
れ
た
史

学
科
十
七
期

・
十
八
期
生

の
受
講
諸
君

の
汗
と
努
力

の
結
晶

で
あ
る
こ
と
を
銘
記
し
て
お
き
た

い
。

本
稿

で
は
、
膳
所
城
下

の
縁
心
寺

に
所
在
す
る
膳
所
藩
主
本
多
家
墓
所
と
、
三
河
国
伊
奈

の
地
に
あ

る
先
祖

の
墓
所
に
つ
い
て
、
調
査
報
告
を
か
ね
て
紹
介
し
た
。
当

初

は
、
そ

の
あ
と

に
、
す
で
に
各
地
で
見
聞
し
て
い
る
大
名
家
墓
所
を
資
料
と
し
て
、

≡

二
の
問
題
を
提
起
し
、
考
察
を
加
え
て
み
る
つ
も
り
で
あ

っ
た
が
、
図
版

に
多

く
の
頁
を
費
し
た

こ
と
で
も
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
す
こ
と

に
し
た
い
と
思
う
。

本
稿
を
ま
と

め
る
に
当
た

っ
て
は
、
毎
回
の
本
多
家
関
係
史
料

の
調
査
に
当
た

っ
て
世
話
役

を
し
て
も
ら

っ
て
い
る
史
学
科
研
究
室

の
額
田
由
美
子
さ
ん
、
調
査
と
資

料
整
理
に
ア
シ
ス
タ
ソ
ト
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら

っ
た
、
十
七
期
生

の
和
田
佳
子
さ
ん
、
十
八
期
生
松

田
公
見
子
さ
ん
の
助
力
を
得
た
こ
と
を
附
記
し
て
、

一
ま
ず
本
稿

の
筆
を
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
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